
 
（２０２６年５月２９日発表） 

チンパンジー母子の来園と公開 

５月１８日（月）に、多摩動物公園（東京都日野市）から、チンパンジーの母子２頭が日本平動物園に

来園しました。現在、公開を実施しております。 

  

【趣旨・背景】 

・全国の動物園では、種の保存を目的として、繁殖や血統管理のために協力し合いながら動物を飼

育しています。 

・このたび、多摩動物公園から当園にチンパンジーの「ピーチ」（メス・35 歳）と、その子である「プラ

ム」（メス・６歳）の２頭を新たに迎え入れました。 

 

【チンパンジーについて】 

・アフリカ大陸中部の赤道付近に広がる森林地帯に生息する類人猿です。類人猿の中で最も人間に

近い動物とされ、高い認知能力を持っています。木の枝などを道具として使い、シロアリなどを採

食する行動が確認されています。 

・日本平動物園では、今回来園した２頭を含め、現在オス２頭、メス４頭の計６頭を飼育しています。 

チンパンジーは、IUCN（国際自然保護連合）が作成するレッドリストにおいて、「絶滅危惧種」に指

定されています。 

 

【個体情報】 

名前：ピーチ（母） 

性別：メス 

生年月日：１９９０年１０月１８日 ３５歳（伊豆シャボテン動物公園生まれ） 

 

名前:プラム（子） 

性別：メス 

生年月日：２０１９年８月２５日 ６歳（多摩動物公園生まれ） 

 

【取材について】 

・動物の体調等により、展示を中止する場合があります。 

・駐車場をご用意しますので、取材いただける場合は、下記問い合わせ先までご連絡ください。 

 

【問い合わせ先】 

観光文化・市民局 日本平動物園（駿河区池田）、担当者：富田、太田 電話：０５４－262－3251 
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